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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第31期

第３四半期累計期間
第32期

第３四半期累計期間
第31期

会計期間
自　平成28年４月１日
至　平成28年12月31日

自　平成29年４月１日
至　平成29年12月31日

自　平成28年４月１日
至　平成29年３月31日

売上高 (千円) 26,028,597 28,751,031 35,266,794

経常利益 (千円) 1,116,707 1,098,899 1,491,444

四半期（当期）純利益 (千円) 770,711 689,436 1,025,999

持分法を適用した場合の投資

利益
(千円) － － －

資本金 (千円) 344,457 344,457 344,457

発行済株式総数 (株) 11,280,000 11,280,000 11,280,000

純資産額 (千円) 6,515,999 7,204,445 6,768,258

総資産額 (千円) 15,319,731 17,853,820 16,381,514

１株当たり四半期（当期）純

利益金額
(円) 68.34 61.13 90.98

潜在株式調整後１株当たり四

半期（当期）純利益金額
(円) － － －

１株当たり配当額 (円) － － 23.00

自己資本比率 (％) 42.5 40.4 41.3

 

回次
第31期

第３四半期会計期間
第32期

第３四半期会計期間

会計期間
自　平成28年10月１日
至　平成28年12月31日

自　平成29年10月１日
至　平成29年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 27.57 19.92

　（注）１　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　持分法を適用した場合の投資利益については、持分法を適用する関連会社が存在しないため記載しておりま

せん。

４　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

 

２【事業の内容】

当第３四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第３四半期累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

 

(1）業績の状況

　当第３四半期累計期間におけるわが国の経済は、政府による経済政策などを背景に、企業収益や雇用環境の改善

により緩やかな回復基調で推移しましたが、不安定な海外情勢などから、先行きは不透明な状況となっておりま

す。

　医療を取り巻く環境につきましては、平成30年４月に実施される診療報酬、介護報酬の改定について議論がなさ

れ、診療報酬本体、介護報酬についてはプラス改定となりましたが、薬価、材料価格については、全般的に引き下

げられることとなり、引き続き厳しい事業環境への対応が求められる状況となっております。

　このような情勢のもと、当社では、販売代理店としては既存顧客の深耕と営業エリアの拡大を進めるとともに、

輸入総代理店としては独自商品の販売拡大と新商材の獲得に努めることで、業容の拡大を目指してまいりました。

　これらの結果、当第３四半期累計期間の売上高は28,751,031千円（前年同期比10.5％増）となりました。営業利

益は、売上増加に伴う売上総利益の増加に加え、研究開発費や薬事関連費用など一部経費の発生時期に変動が生じ

た一方、粗利益率が高かった商品の販売終了などにより粗利益率が低下したほか、貸倒引当金繰入額の計上や業容

拡大に伴って人件費や販売費が増加したことにより1,078,342千円（前年同期比5.6％減）、経常利益は1,098,899

千円（前年同期比1.6％減）となりました。四半期純利益は、第２四半期において投資有価証券評価損120,420千円

を特別損失に計上した影響で、前年同期比10.5％減の689,436千円となりました。

 

 

　セグメントの業績は、次のとおりであります。

① 不整脈事業

　既存顧客に対するサービスの充実に努めるとともに、前事業年度に引き続き西日本エリアを中心として新規顧客

の開拓にも注力いたしました。その結果、検査用電極カテーテルやアブレーション（心筋焼灼術）カテーテル類等

の主力商品の販売数量が増加したことから、当第３四半期累計期間の売上高は25,156,688千円（前年同期比15.4

％増）、セグメント利益は3,139,456千円（前年同期比16.0％増）となりました。

② 虚血事業

　平成29年５月31日に販売を終了した自動造影剤注入装置の売上減少の影響のほか、輸入総代理店として取り扱っ

ているエキシマレーザ血管形成システムの販売数量が前年同期と比較して減少したことから、当第３四半期累計期

間の売上高は2,793,589千円（前年同期比21.6％減）、セグメント利益は900,248千円（前年同期比21.5％減）とな

りました。

③ その他

　脳外科関連商品等が好調に推移したことから、当第３四半期累計期間の売上高は800,753千円（前年同期比

18.2％増）、セグメント利益は92,848千円（前年同期比21.4％増）となりました。
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(2）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期累計期間において、当社の事業上及び財政上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題

はありません。

 

(3）研究開発活動

当第３四半期累計期間における研究開発活動の金額は、91,199千円であります。

なお、当第３四半期累計期間において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

(4）経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

当第３四半期累計期間において、当社の経営成績に重要な影響を与える要因に変更はありません。

 

(5）資本の財源及び資金の流動性についての分析

資産、負債及び純資産の状況

（資産）

　当第３四半期会計期間末における流動資産は、前事業年度末に比べ1,429,638千円増加し、16,808,582千円とな

りました。これは主に、業績が好調に推移したことにより、現金及び預金が205,033千円、受取手形及び売掛金が

652,571千円、電子記録債権が419,148千円増加したことによるものであります。固定資産は、前事業年度末に比べ

42,667千円増加し、1,045,237千円となりました。これは主に、投資有価証券評価損の計上により投資有価証券が

111,581千円減少する一方、繰延税金資産が40,800千円、有形固定資産が営業用固定資産などの購入により100,783

千円増加したことによるものであります。

　これらの結果、当第３四半期会計期間末における資産合計は、前事業年度末と比べ1,472,305千円増加し、

17,853,820千円となりました。

（負債）

　当第３四半期会計期間末における流動負債は、前事業年度末に比べ961,164千円増加し、10,257,032千円となり

ました。これは主に、仕入高の増加に伴って買掛金が878,111千円増加したことによるものであります。固定負債

は、前事業年度末に比べ74,953千円増加し、392,341千円となりました。これは主に、長期借入金が56,101千円増

加したことによるものであります。

　これらの結果、当第３四半期会計期間末における負債合計は、前事業年度末と比べ1,036,117千円増加し、

10,649,374千円となりました。

（純資産）

　当第３四半期会計期間末における純資産合計は、前事業年度末に比べ436,187千円増加し、7,204,445千円となり

ました。これは主に、剰余金の配当により259,381千円減少したものの、四半期純利益により689,436千円増加した

ことによるものであります。

　これらの結果、自己資本比率は40.4％（前事業年度末は41.3％）となりました。

 

(6）経営者の問題意識と今後の方針について

医療機器業界においては、特定保険医療材料の保険償還価格改定や消費税率の引き上げ、市場の激しい価格競争

等、当社を取り巻く事業環境は、今後も厳しい状況が続くものと認識しております。

当社の経営陣は、現在の事業環境及び入手可能な情報に基づき最善の経営方針を立案するよう努めており、引き

続き積極的な営業活動を展開すると共に、徹底した品質管理の向上に努め、顧客ニーズを捉えた施策による成長を

推し進めて、社会から信頼される企業集団として企業価値を向上させてまいります。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

(1)【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 44,000,000

計 44,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）

（平成29年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成30年２月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 11,280,000 11,280,000
東京証券取引所

市場第一部

単元株式数

100株

計 11,280,000 11,280,000 ― ―

 

(2)【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3)【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4)【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5)【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成29年10月１日～

平成29年12月31日
－ 11,280,000 － 344,457 － 314,730

 

(6)【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7)【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成29年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

①【発行済株式】

平成29年12月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式（自己株式等） ― ― ―

議決権制限株式（その他） ― ― ―

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　　 2,500 ― ―

完全議決権株式（その他） 普通株式　11,275,500 112,755
権利内容に何ら限定のない当社に

おける標準となる株式

単元未満株式（注） 普通株式　　　 2,000 ― １単元（100株）未満の株式

発行済株式総数 　　　　　11,280,000 ― ―

総株主の議決権 ― 112,755 ―

（注）単元未満株式には、当社所有の自己株式40株が含まれております。

 

②【自己株式等】

平成29年12月31日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

ディーブイエックス株式

会社

東京都練馬区小竹町

一丁目16番１号
2,500 ― 2,500 0.02

計 ― 2,500 ― 2,500 0.02

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１　四半期財務諸表の作成方法について
当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第

63号）に基づいて作成しております。

 

２　監査証明について
当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期会計期間（平成29年10月１日から平成29

年12月31日まで）及び第３四半期累計期間（平成29年４月１日から平成29年12月31日まで）に係る四半期財務諸表

について新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

 

３　四半期連結財務諸表について
当社には子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】

(1)【四半期貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前事業年度

(平成29年３月31日)
当第３四半期会計期間
(平成29年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 5,375,654 5,580,688

受取手形及び売掛金 8,074,056 8,726,628

電子記録債権 628,215 1,047,364

商品 1,005,804 1,191,687

繰延税金資産 91,000 108,000

その他 219,579 218,801

貸倒引当金 △15,367 △64,587

流動資産合計 15,378,944 16,808,582

固定資産   

有形固定資産 464,390 565,173

無形固定資産 80,541 73,161

投資その他の資産   

投資有価証券 112,807 1,226

差入保証金 237,039 242,436

繰延税金資産 94,700 135,500

その他 13,090 27,739

投資その他の資産合計 457,638 406,902

固定資産合計 1,002,570 1,045,237

資産合計 16,381,514 17,853,820

負債の部   

流動負債   

買掛金 8,678,464 9,556,575

1年内返済予定の長期借入金 49,269 53,996

未払法人税等 156,000 152,000

賞与引当金 179,908 95,605

売上値引引当金 － 67,454

その他 232,226 331,400

流動負債合計 9,295,868 10,257,032

固定負債   

長期借入金 20,849 76,950

退職給付引当金 203,782 216,627

役員退職慰労引当金 84,627 90,610

その他 8,129 8,153

固定負債合計 317,388 392,341

負債合計 9,613,256 10,649,374

純資産の部   

株主資本   

資本金 344,457 344,457

資本剰余金 314,730 314,730

利益剰余金 6,114,995 6,545,050

自己株式 △618 △618

株主資本合計 6,773,565 7,203,620

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △5,307 825

評価・換算差額等合計 △5,307 825

純資産合計 6,768,258 7,204,445

負債純資産合計 16,381,514 17,853,820
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(2)【四半期損益計算書】

【第３四半期累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年12月31日)

売上高 26,028,597 28,751,031

売上原価 22,099,638 24,618,478

売上総利益 3,928,959 4,132,552

販売費及び一般管理費   

貸倒引当金繰入額 - 63,487

給料及び手当 988,618 1,039,784

賞与引当金繰入額 87,266 95,605

役員退職慰労引当金繰入額 5,550 5,983

退職給付費用 30,991 38,554

その他 1,674,598 1,810,793

販売費及び一般管理費合計 2,787,025 3,054,210

営業利益 1,141,933 1,078,342

営業外収益   

受取利息 3,803 1,380

貸倒引当金戻入額 - 14,267

為替差益 - 3,306

デリバティブ評価益 30,915 835

その他 1,388 968

営業外収益合計 36,107 20,757

営業外費用   

支払利息 261 201

為替差損 46,805 -

貸倒引当金繰入額 14,267 -

営業外費用合計 61,334 201

経常利益 1,116,707 1,098,899

特別利益   

投資有価証券売却益 - 8,029

特別利益合計 - 8,029

特別損失   

固定資産除却損 889 2,830

投資有価証券評価損 - 120,420

特別損失合計 889 123,250

税引前四半期純利益 1,115,818 983,677

法人税、住民税及び事業税 300,368 354,747

法人税等調整額 44,739 △60,506

法人税等合計 345,107 294,241

四半期純利益 770,711 689,436
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【注記事項】

（継続企業の前提に関する事項）

該当事項はありません。

 

（会計方針の変更）

　該当事項はありません。

 

（四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

該当事項はありません。

 

（追加情報）

　該当事項はありません。

 

（四半期貸借対照表関係）

受取手形裏書譲渡高

 
前事業年度

（平成29年３月31日）
当第３四半期会計期間
（平成29年12月31日）

受取手形裏書譲渡高 479,280千円 548,538千円

 

（四半期損益計算書関係）

該当事項はありません。

 

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期累計期

間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第３四半期累計期間

（自　平成28年４月１日
至　平成28年12月31日）

当第３四半期累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年12月31日）

減価償却費 100,267千円 85,281千円
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年12月31日）

配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年５月13日

取締役会
普通株式 259,383 23 平成28年３月31日 平成28年６月29日 利益剰余金

 
 

Ⅱ　当第３四半期累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年12月31日）

配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年５月15日

取締役会
普通株式 259,381 23 平成29年３月31日 平成29年６月29日 利益剰余金

 
 

（持分法損益等）

該当事項はありません。

 

（企業結合等関係）

該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年12月31日）

１　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：千円）

 報告セグメント
その他
（注）１

合計
（注）２

 不整脈事業 虚血事業 計

売上高      

外部顧客への売上高 21,790,128 3,561,033 25,351,161 677,436 26,028,597

セグメント間の内部売上高
又は振替高

－ － － － －

計 21,790,128 3,561,033 25,351,161 677,436 26,028,597

セグメント利益 2,705,407 1,147,053 3,852,461 76,498 3,928,959

（注）１　「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、脳外科事業及び消化

器事業等を含んでおります。

　　　２　セグメント利益の合計額は四半期損益計算書の売上総利益と一致しております。
 

２　報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

該当事項はありません。
 

（のれんの金額の重要な変動）

特記すべき重要な事項はありません。
 

（重要な負ののれん発生益）

該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第３四半期累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年12月31日）

１　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：千円）

 報告セグメント
その他
（注）１

合計
（注）２

 不整脈事業 虚血事業 計

売上高      

外部顧客への売上高 25,156,688 2,793,589 27,950,278 800,753 28,751,031

セグメント間の内部売上高
又は振替高

－ － － － －

計 25,156,688 2,793,589 27,950,278 800,753 28,751,031

セグメント利益 3,139,456 900,248 4,039,704 92,848 4,132,552

（注）１　「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、脳外科事業及び消化

器事業等を含んでおります。

　　　２　セグメント利益の合計額は四半期損益計算書の売上総利益と一致しております。
 

２　報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

該当事項はありません。
 

（のれんの金額の重要な変動）

特記すべき重要な事項はありません。
 

（重要な負ののれん発生益）

該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期累計期間

（自　平成28年４月１日
至　平成28年12月31日）

当第３四半期累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 68円34銭 61円13銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 770,711 689,436

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 770,711 689,436

普通株式の期中平均株式数（株） 11,277,481 11,277,460

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

ディーブイエックス株式会社(E03005)

四半期報告書

14/15



 
 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成30年２月14日

ディーブイエックス株式会社

取締役会　御中

 

新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 北川　　卓哉　　㊞

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 飯田　　昌泰　　㊞

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているディーブイエッ

クス株式会社の平成29年４月１日から平成30年３月31日までの第32期事業年度の第３四半期会計期間（平成29年10月１日

から平成29年12月31日まで）及び第３四半期累計期間（平成29年４月１日から平成29年12月31日まで）に係る四半期財務

諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に

表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論

を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る四半期財務諸表の作成基準に準拠して、ディーブイエックス株式会社の平成29年12月31日現在の財政状態及び同日を

もって終了する第３四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認

められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以 上

 

　（注）１　上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２　XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
 

EDINET提出書類

ディーブイエックス株式会社(E03005)

四半期報告書

15/15


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第１企業の概況
	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容

	第２事業の状況
	１事業等のリスク
	２経営上の重要な契約等
	３財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

	第３提出会社の状況
	１株式等の状況
	(1)株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	(2)新株予約権等の状況
	(3)行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等
	(4)ライツプランの内容
	(5)発行済株式総数、資本金等の推移
	(6)大株主の状況
	(7)議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２役員の状況

	第４経理の状況
	１四半期財務諸表
	(1)四半期貸借対照表
	(2)四半期損益計算書
	第３四半期累計期間
	注記事項
	セグメント情報


	２その他


	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

